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道の駅　　ドライバーの休憩・情報収集場所、新鮮野菜などの特産品直売所、フードコート
川の駅　　川と地域の交流の拠点であり、災害時の緊急対策機能施設

水の郷さわら「川の駅」は利根川と地域の交流の拠点として、水辺交流センター、河川防災ステーション、防

災教育展示室等で構成されています。◆水辺交流センターとしては、総合案内、地域の観光案内、さわら

ホール（休憩、交流、イベント）、レンタサイクル、遊覧舟、ボートスロープ及び係留桟橋等々の利用案内をして

います。 ◆河川防災ステーションは、災害時に備えて、照明車等水防活動用機材、緊急復旧資材の備蓄、

情報収集室、災害対策支援室、待機室、地震時の緊急船着場等が整備されています。 ◆防災教育展示室

は、大きなハザードマップによる災害時の避難場所、避難路の確認、堤防決壊実験装置による決壊のメカニ

ズム、利根川の歴史、文化、舟運、改修工事等々映像、模型あるいはパネルで展示してあります。

３隻の高瀬船が航行中

常に小舟を引いて。

川の駅

高瀬船には、セイジ（宿泊設備）があった、米ならば１

０００～１２００俵程度積むことが出来た。

小野川沿い「佐原河岸」には多くの“ダシ”があり、川

を埋めるほどの舟から荷物の上げ下ろしに使われた。

水の郷さわら

道の駅・川の駅

江戸時代“佐原”は、北総の水郷地方における中心

的な商都で、米、等を始めとする農産物と酒、醤油、

等々の一大集散地で、その産物は高瀬船等により江

戸に運ばれた。その舟運路は利根川、江戸川、新川、

小名木川を経て隅田川に入り、両国・日本橋など各

河岸（かし）「港」に届けられた。江戸への舟運路には

各地に河岸があり、荷物の上げ下し又文化・情報が伝

わり、その各地域は河岸を中心に繁栄した。江戸時代

“河岸”（川の駅）は、各地域の重要な拠点であった。

ダシ

昔の利根川と佐原
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説明文

機関車 浚渫船 浚渫船のポンプ

ブルドーザー 曳船

なんでも利根川・防災

歴史文化

治水技術

２階 【防災教育展示室】

【１階工作機械展示室】

屋外展示 【建設機械】
１階 【工作機械】

かっての、浚渫船・機関車等の

修理に使った工作機械及び土

砂運搬の木製トロッコの展示。

機関車

築堤用土砂を運搬す

るトロッコを牽引した。

浚渫船

洪水をより多く流す為に川の

土砂を浚渫（掘削）した。

曳船

浚渫船、台船等動力の無い

船舶を引っ張った。

浚渫船のポンプとモーター

川の土砂を浚渫（掘削）する時、水と

土砂を吸い込み、送り出すポンプ。

ブルドーザー

土砂を掘削運

搬した。

“川の駅”

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

道の駅

水辺交流センター
総合案内所 受付 さわらホール

防災教育展示室 災害対策室

自然観察エリア

親水エリア

“水の郷さわら”は、「道の駅」と「川の駅」が融合した施設です。
道の駅 ドライバーの休憩・情報収集・新鮮野菜などの特産品販売所、フードコート。

川の駅 川と地域の交流の拠点であり、災害時の緊急対策機能施設。

①ポンプ車、照明車・・・・・災害時洪水内水排除と洪水緊急作業現場の照明。

②ヘリポート・・・・・・・・・・・洪水緊急時、緊急患者搬送用等に使用。

③駐車場・・・・・・・・・・・・・・水防作業時のヤード、ダンプカー等の作業車の待機場所。

④割栗石・・・・・・・・・・・・・・緊急復旧の備蓄材、 ７，１００㎥。 （ダンプカー１，３００台分）

⑤鋼矢板・・・・・・・・・・・・・・緊急復旧の備蓄材、 長さ１８m/１枚、８６０枚。（二重締切３８０ｍ分）
⑥根固めブロック・・・・・・・緊急復旧の備蓄材、 ４ｔ/１個 ２，０５２個。

⑦緊急船着場・・・・・・・・・・陸上交通被災の場合、船舶により運搬陸揚場。

⑥備蓄材・根固めブロック⑤備蓄材・鋼矢板④備蓄材・割栗石

⑦緊急船着場

③駐車場・水防作業ヤード、

車両待機場所

②ヘリポート

①ポンプ車・格納

利根川の河川改修工事で使われた建設機械を展示しています。

【防災ステーション】
洪水、地震等災害時に備え

た、機材、資材、作業場所と

水辺交流センター内には、

情報収集室、災害対策支援

室、待機室等が備えてあり

ます。

①照明車・格納

利根川はどのようにして今の姿になったか、利根川水系における蒸

気船の運行状況、水塚（みずか）・輪中堤等による洪水対策、水車・

漁法等流域沿川の文化等を映像、絵図、模型などを使い紹介して

います。

あばれ利根川の洪水の歴史と近代技術を用いた、

本格的な改修工事の歴史をパネル、浚渫船の模

型などで紹介しています。

浚渫船・模型

利根川物語・映像

堤防決壊実験装置

床の大きなハザードマップ、堤防決壊実験装置、防災備品及び情

報の入手方法、河川の維持管理などを、地図、実験装置、パネルな

どで河川防災についてを確認する事ができます。

日本第１位の流域面積（長さは第２位）である利根川の姿を「なんで

も利根川」「歴史文化」「治水技術」の各コーナーで紹介しています。 １

階では河川改修工事で使われた建設機械の修理をした工作機械を

展示して、屋外では改修工事で使われた建設機械を展示しています。

河川
【河川利用情報発信施設】

⑧

⑨

⑩



　

ダシ

①
③

水辺交流センター

水の郷さわら位置図

⑩係留桟橋

⑨ボートスロープ

休 憩 所 レンタサイクル
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河川協力団体 ： 水の郷さわら・川の駅ガイド会

このパンフレットは（一社）関東地域づくり協会の助成金で作成したものです。

⑧カヌー乗り場
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遊覧船

水辺交流センター

水鳥が遊ぶ“水の郷さわら”

総合案内所

展示室への階段

総合案内所・受付

喫茶よりの眺望


